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研究要旨  

グローバル・ヘルスの重要性が高まっている中、我が国が主導してグローバルヘルスの課題を前

進させ、主要会合において効果的に議論を先導する役割を果たすためには、そのようなことを可

能とする人材の育成が急務である。本研究は、同じようにグローバルヘルス領域での人材育成を

優先課題として掲げるタイと協力し、日・タイ双方の将来を担う若手人材に対し会議でのスピー

チや交渉、効果的・戦略的介入、ファシリテーション等の能力開発を行うものである。 

研修は年に２回（日・タイ 各１回）、２〜４日間の日程で開催され、参加者たちはグローバ

ルヘルスの概況から具体的な交渉術まで、グローバル・ヘルス領域における基礎的スキルにつ

いて包括的学ぶ。研修の最後には参加者全員に対してアンケート調査を実施し今後 WHO 総会等

国際会議に参加する際や、日々の業務においてどのような点が有用だったか聞き取りを行い、

研修内容の適性や効果を確認する。  

 

 



  

Ａ．研究目的  

グローバル・ヘルスの重要性が高まっている

中、我が国が主導してグローバル・ヘルスの

課題を前進させ、主要会合において効果的に

議論を先導する役割を果たすためには、その

ようなことを可能とする人材の育成が急務

である。本研究は、同じようにグローバル・

ヘルス領域での人材育成を優先課題として

掲げるタイと協力し、日・タイ双方の将来を

担う若手人材に対し会議でのスピーチや交

渉、効果的・戦略的介入、ファシリテーショ

ン等の能力開発を行うものである。 

 

Ｂ．研究方法  

年に２回（ 日本・ タイ各１回） で、グローバルヘルス領

域の中でも特に保健外交に焦点を当てた研修を開催する

。対象は、厚生労働省保健省、アカデミ/ ア、 職員NGO

等グローバルヘルスに関わる若手中堅とする。また、日

本とタイ以外にも、グローバルヘルス領域における人材

開発に興味を有する国については参加を促す（ フィ リ ピ

ン、ラオス等） 。  

研 修 は 数 日 間 に わ た り 行 い 、

扱う内容については主に以下の内容とする： 

1）グローバル・ヘルスの概況 

2）グローバル・ヘルスにおける主要アクターの変化 

3）グローバル・ヘルスの主要課題の傾向 

4）WHO 総会等の WHO governing body にお

ける意思決定プロセスのあり方 

5）WHO 総会等における効果的なインターベ

ンションの構築方法 

6）国際会議等における交渉術 

 

ワークショ ッ プ終了時点で参加者全員を対象としたアン

ケート調査を実施し、今後 総会等国際会議に参加WHO

する際や、日々 の業務においてどのような点が有用だっ

たか聞き取りを行い、研修内容の適性や効果を

確認する。  

 

Ｃ．研究結果  

平成 31 年度には 5 月に 2 泊 3 日の日程でタ

イにて、12 月には 1 泊 2 日の日程で日本に

て研修を開催した（プログラム詳細について

は参考資料として掲載）。日本の研修は前年

に比べ参加対象者を絞り、25 名の参加があっ

た他、タイの公衆衛生省と外務省及び中国か

ら国際保健の有識者を招聘し、研修全般に渡

り支援を受けた。 

 

日本での研修では、最初にグローバルヘルス

の概況、グローバルヘルス領域のアクターの

変化、現在のグローバルヘルスにおける主要

課題等について講義を行った。その後、WHO 総

会における主要議題のうち、「がん患者にお

ける緩和ケア」並びに「結核の撲滅に向けて」

の２つについて、参加者各自に発言を作成し

てもらい、実際に発言・プレゼンテーション

を実施した。交渉術に関しては、「WHO へ

の分担金増加について」を取り上げ、参加者

各自をスタンスの異なる複数の国に割り振

り、実際の交渉の練習をおこなった。。 

 

研修後のアンケート調査では、大半の参加者から参考に

なったという好意的なフィ ードバッ クが得られた。WH

総会等の国際会議に参加できる機会は非常に限られてO

いるが、実際に発言をする可能性のある参加

者に絞ったことも研修が効果的であったと

される。また、関連会合への参加が直近で予

定されていない参加者にとっても、日本、タ



  

イ、中国の３カ国による関連会合への準備プ

ロセスに関する情報や交渉の練習については、日

常の業務においても参考となる内容であっ

たとの回答があった。  

 

Ｄ． 結論   

我が国がグローバルヘルスを牽引していく 上で、グロー

バルヘルス領域で活躍できる人材の育成は急務であるが

、今までは体系的なトレーニングの機会は限られていた

。今回実施した研修は包括的にグローバルヘルス領域の

全体像を学べるとともに、発言や交渉等に実践も含まれ

ており、参加者にとって非常に満足度の高いものとなっ

た他、日本及びタイ双方における人的ネットワークの構

築にも貢献した。   

今後とも継続して人材育成研修を実施して

いくことが望ましい。 

 

．研究発表E   

論文発表1.  

特になし 

 

2. 学会発表 

特になし 

 

F．知的財産権の出願・ 登録状況  

（ 予定を含む。）   

特許取得1.   

特になし  

 

実用新案登録2.   

特になし  

 

その他3.  

特になし



  

 


